
ながくて地域スマイルポイント事業

・平成28年4月開始
・福祉施設等での奉仕活動（33施設）
市主催行事の協力（45事業）など 市民活動に
参加参加

⇒ポイントがもらえ、貯めたポイントを図書カー
ドなどに交換できる

・登録者数1,100人（H29.8月末）

①



地域共生ステーション

・誰もが気軽に集まり、語らい、それぞれ思い思いに
過ごすことができる「場」。そして、集まった人たち
がつながって、地域のことを地域で考え、地域のた
めの様々な取組を行っていくための「場」としての
機能を持つ地域の新しい拠点施設。機能を持つ地域の新しい拠点施設。

・既存の空き店舗などを活用して、小学校区ごとに整
備を検討
・平成25年、西小校区地域共生ステーション開設。
・市が洞小校区：平成29年度中に開設予定
・北小・南小校区：準備中

②



地区社協設置事業

・地域で課題になっていることに対し、住民の助
け合いによって解決できるように取り組む組織

・CSW（コミュニティソーシャルワーカー）を配置
小学校区 地区社協の設置時期小学校区 地区社協の設置時期

西小学校区 平成27年に設置
（西小地域共生ステーション内）

北小学校区 平成27年に設置

市が洞小学校区 平成27年に設置

南小学校区 平成29年度中に立ち上げ予定

長久手小学校区 平成30年度中を予定

東小学校区 平成30年度中を予定

③



社協によるサロン活動の支援

・歩いていけるような身近なところでの、集いの場

・社協が立ち上げの支援と、3年間助成金を交付
・市内で、39か所が活動（平成29年8月時点）
・活動内容

茶話会、グラウンドゴルフ、体操、ヨガ、

手芸、パン作り、写真、史跡めぐり、麻雀、囲碁

絵本読み聞かせと交流、カラオケ など

④



市内で活動しているサロン

社会福祉協議会
地域包括支援センター

愛知たいようの杜

長久手市役所

西小校区地域共生ステーション

⑤

愛知たいようの杜
地域包括支援センター



【財源構成】

国 25%

都道府県
12.5%

市町村
12.5%

1号保険料
22%

2号保険料
28%

介護予防給付
（要支援1～２）

介護予防事業
○ 二次予防事業
○ 一次予防事業（一般高齢者）

（※その他、一般会計から
ﾜﾝｺｲﾝｻｰﾋﾞｽ等を移行）

介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防給付（要支援1～２）

現行と同様

総合事業に
移行

訪問看護、福祉用具等

訪問介護、通所介護

地
域
支
援
事
業

上
限
（
基

前
年
額×

75
歳
伸
び
率
）

介護給付 （要介護1～５） 介護給付（要介護1～５）

＜現行＞ ＜移行後（総合事業H29.３から実施＞介護保険制度

長久手市の地域支援事業の推進体系

上
限
な
し

現行相当 訪問介護、通所介護（第一号事業）

地域いきいき事業（一般介護予防事業）
・地域介護予防活動の支援（講師派遣等）
・市民協働による介護予防教室の実施
・支え合いの生活支援拡大（ﾜﾝｺｲﾝｻｰﾋﾞｽ改善）

【財源構成】

国 39%

都道府県
19.5%

市町村
19.5%

1号保険料
22%

ﾜﾝｺｲﾝｻｰﾋﾞｽ等を移行）

包括的支援事業

○地域包括支援センターの運営
・介護予防ケアマネジメント、総合相談支援

業務、権利擁護業務、ケアマネジメント支援

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業

包括的支援事業

○ 地域包括支援センターの運営
（左記に加え、地域ケア会議の充実）

○ 在宅医療・介護連携の推進
（連携センターの設置等）

○ 認知症施策の推進
（認知症初期集中支援チーム等）

○ 生活支援体制整備

充
実

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業（食の自立支援事業等）

地
域
支
援
事
業
（
市
町
村
が
実
施
）

）

上
限
額
（
基

基
準
額×

65
歳
人
口
）

H30.4までに全市町村が実施

⑦



総合事業とは？
（介護予防・日常生活支援総合事業）

高齢者をはじめとする市民のみなさんが、地域の中
に役割と居場所を持って、いつまでもいきいきと暮ら
すことができる支援をする事業

移行前 移行後（H29.3から実施）

介護予防給付（要支援１、２）

介護予防事業
（福祉の家での教室開催等）

新しい総合事業
・専門職による訪問介護・通所介護

・地域の集まりにおいて継続的
に運動を行う仕組み
・地域の支え合いによる見守り
や困りごと解決の仕組み など

訪問介護・通所介護

みなさんの「できること」を広げる支援をする事業

⑧



これまでの介護予防教室
事業名 概要

Ｈ２８年度
開催回数

Ｈ２８年度
参加者数

あったか昼食会 月2回
6か月間×2クール

24回 実人数33人
延人数300人

アクア教室 週1回
3か月間×4クール

36回 実人数65人
延人数490人

転倒予防教室 週2回
3か月間×2クール

48回 実人数14人
延人数277人

転倒予防教室
3か月間×2クール 延人数277人

いきいき倶楽部 19か所（憩の家・集会所）
場所により年2～6回

99回 延人数1,485人

口腔ケア教室 月1回
4か月間×3クール

12回 実人数25人
延人数84人

栄養改善教室 月1回
4か月間×1クール

4回 実人数11人
延人数36人

あったかＯＢサロン 月2回
5か月間×2クール

20回 実人数17人
延人数132人

回想法教室 週1回
3か月間×2クール

16回 実人数19人
延人数133人

⑨
ほかに、筋力向上トレーニングＯＢ会、自主トレーニング指導もあり



【総合事業】

介護予防教室の改善

・公共施設での分野別かつ
クール制の教室開催が多く、
限られた人しか事業に参加
できない。

・地域サロン等に運動講師
を派遣し、地域での主体的
な介護予防活動を掘り起こ
す。

これまで これから

できない。

・利用者が受動的になりが
ちで地域での自発的な健
康づくりにつながらない。

す。

・事業者の創意工夫を活か
した介護予防教室を支援。

開催場所 ２か所
参加者数 ２０７人

（平成28年度実績 いきいき倶楽部除く）

開催場所 ５７か所
参加者数 ６２４人
（平成28年地域いきいきライフ普及啓発
事業(H28.12～H29.3)）

⑩



生きがいづくりの推進に関わる事業

・高齢者文化施設優待事業

市内の芸術文化施設の入館料を助成

・長生学園

外出促進と生きがいづくり、閉じこもり防止外出促進と生きがいづくり、閉じこもり防止

日帰り親睦旅行

・高齢者外出促進事業

外出支援として、マナカチャージ券を交付

・高齢者生涯学習講座

３か月を１クールとする、体操やパソコンなどの講座

⑥
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【総合事業】

ワンコインサービスの推進
【ワンコインサービスとは】
高齢者のちょっとした困りごとのお
手伝いを地域の有償ボランティアの
人が行い、地域の中で支え合って、
安心して暮らせるまちをつくっていく
ための事業

平成２５年度から開始し、実績は順

⑮

平成２５年度から開始し、実績は順
調に伸びている状況。

【総合事業によるさらなる推進】
登録者（利用者）と提供者のマッチ
ング（調整役の業務）を市役所職員だ
けでなく、市内のＮＰＯ法人に委託し
て実施。登録者と提供者の希望や状
況を十分に把握した上で、迅速かつ
円滑なマッチングを実施する体制を
構築。 （平成29年4月から）



⑪



長久手市

【認知症対策 H28.11～】

認知症地域支援推進員事業

認知症地域支援推進員

普及・啓発担当 １人
（市内全域担当）

目的
①認知症の人や家族に対する地域での支援体制の強化
②認知症対応に係る医療・介護の専門職間の円滑な連携

長久手市 （市内全域担当）

相談対応担当 １人
（社協包括圏域担当）

相談対応担当 １人
（杜包括圏域担当）

協働

普及・啓発担当
市民に対する認知症理解の普及啓発の取り組み
を実施。
【具体的事業】
認知症サポーター養成講座
認知症家族交流会 など

相談対応担当
認知症に関する相談対応や専門職種の連携の
仕組みを作る。
【具体的事業】
専門職が連携した認知症相談体制の充実 など

⑯


